
 
 

 

一 

 
 

 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
五
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
六
項
中
「
太
陽
光
、
風
力
」
を
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事

業
の
展
開
及
び
そ
の
利
益
の
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
へ
の
還
元
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
等
の
自

然
界
に
存
す
る
熱
」
に
、
「
次
条
」
を
「
次
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
及
び
そ
の
他
の
」
の
下
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
を
は
じ
め
と
す
る
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
二
条
の
二
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。 

２ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
は
、
科
学
的
知
見
の
充
実
に
努
め
つ
つ
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
予
防
的
な
取
組
方
法
に
よ
り

早
期
に
対
応
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
は
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
社
会
を
構
成
す
る
多
様
な
主
体
の
参
加
と
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、

情
報
の
適
切
な
公
開
に
よ
り
透
明
性
を
確
保
し
な
が
ら
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
は
、
地
球
温
暖
化
が
生
活
、
社
会
、
経
済
又
は
自
然
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
へ
の
適
応
に
伴
う
将

来
の
国
民
の
負
担
が
過
重
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
迅
速
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 
 

 

二 

５ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
際
的
協
調

の
下
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
我
が
国
の
占
め
る
地
位
に
応
じ
て
積
極
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
二
項
中
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
」
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
」
に
改
め
、
同
条
第

五
項
中
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
」
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項

と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
」
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
並
び
に
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
」
及
び

「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
」
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
」
に
、
「
当
該
抑
制
等
の
」
を
「
そ
の
」

に
改
め
、
「
行
う
と
と
も
に
」
の
下
に
「
、
必
要
な
資
金
の
確
保
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

国
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
の
た
め
の
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
意
見
を
国
の
施
策
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
に
関
し
広
く
国
民
の
意
見
を
求
め
る
た
め
の
制
度
の
整
備
そ
の
他

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 



 
 

 

三 

 
第
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
、
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
及
び
第
六
条
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

２ 

地
方
公
共
団
体
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
の
た
め
の
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
見
を
当

該
地
方
公
共
団
体
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
に
関
し
広
く
住
民
の
意
見
を
求
め

る
た
め
の
制
度
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
五
条
及
び
第
六
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
中
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
」
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
」
に
、
「
講
ず
る
」
を
「
講

じ
、
及
び
そ
の
講
じ
た
措
置
に
関
す
る
情
報
を
公
開
す
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
中
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
」
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
第
二
項
第
八
号
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一

号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
第
三
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
」
に
改
め
る
。 



 

 
 

 

四 

 
第
四
章
の
章
名
及
び
第
十
九
条
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

九 
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
し
、
国
民
の
意
見
を
国
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
基
本
的
事
項 

 

第
八
条
第
四
項
中
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を
」
の
下
に
「
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
五
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
地
球
温
暖
化
対
策
討
議
会
） 

第
十
五
条
の
二 

本
部
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
討
議
会
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
討
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

２ 

討
議
会
は
、
委
員
二
百
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

３ 

委
員
は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
く
じ
で
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

討
議
会
は
、
本
部
長
の
諮
問
に
応
じ
、
我
が
国
に
お
け
る
二
千
五
十
年
ま
で
の
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
脱
炭
素

社
会
の
実
現
の
た
め
の
施
策
の
在
り
方
そ
の
他
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
本
部
長

に
対
し
て
建
議
を
行
う
。 

５ 

本
部
は
、
そ
の
事
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
討
議
会
が
述
べ
た
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な



 
 

 

五 

い
。 

第
十
五
条
の
三 

討
議
会
に
、
専
門
的
な
知
見
を
補
う
た
め
、
専
門
補
助
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

専
門
補
助
員
は
、討
議
会
が
調
査
審
議
す
る
事
項
に
関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
本
部
長
が
任
命
す
る
。 

３ 

専
門
補
助
員
は
、
討
議
会
に
お
い
て
、
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
。 

 

一 

討
議
会
が
調
査
審
議
す
る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
及
び
説
明
す
る
こ
と
。 

 

二 

専
門
的
見
地
か
ら
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

第
四
章
の
章
名
及
び
第
十
九
条
の
改
正
規
定
中
「
及
び
第
十
九
条
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

第
十
九
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
施
策
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
」
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
十
九
条
の
二 

国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
又
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
促
進
に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
の
量
の
削
減
等
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
設
置
す
る
施
設
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

改
修
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
又
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
目
的
と
し
て
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の



 

 
 

 

六 

増
築
、
改
築
、
修
繕
、
改
良
、
模
様
替
え
若
し
く
は
一
部
の
除
却
又
は
敷
地
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

地
方
公
共
団
体
は
、
国
に
準
じ
て
、
そ
の
設
置
す
る
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
改
修
に
関
し

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
一
条
第
三
項
第
一
号
の
改
正
規
定
中
「
同
項
第
一
号
中
」
の
下
に
「
「
風
力
」
の
下
に
「
、
水
力
、
地
熱
等
の
自
然

界
に
存
す
る
熱
」
を
加
え
、
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
改
正
規
定
中
「
及
び
」
を
「
中
「
役
務
の
利
用
」
の
下

に
「
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
」
を
加
え
、
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
」
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量

の
削
減
等
」
に
改
め
、
同
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
第
六
項
の
改
正
規
定
中
「
改
め
」
の
下
に
「
、
「
あ
ら
か
じ
め
、
」
の
下
に
「
公
聴
会
の
開
催
そ
の
他
」
を
加

え
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
の
次
に
四
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
五
項
第
二
号
中
「
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
地
域

の
環
境
の
保
全
等
の
た
め
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
対
象
と
し
な
い
区
域
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

六 

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
へ
の
住
民
の
関
与
に
関
す
る
事
項 

 

第
二
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
改
正
規
定
中
『
」
を
「
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
を
行
う
と
見
込
ま
れ
る
者
そ
の
他
の
事
業



 
 

 

七 

者
』
を
『
、
住
民
そ
の
他
の
当
該
」
を
「
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
を
行
う
と
見
込
ま
れ
る
者
そ
の
他
の
事
業
者
、
住
民
、
地

方
公
共
団
体
実
行
計
画
に
お
い
て
促
進
区
域
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
促
進
区
域
内
の
住
民
及
び
土
地
の
所
有

者
そ
の
他
の
当
該
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
』
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
二
条
の
次
に
十
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

九 

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
へ
の
住
民
の
関
与
に
関
す
る
事
項 

 

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中「
第
三
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
並
び
に
第
八
条
第
二
項
第
三
号
、

第
四
号
及
び
第
八
号
」
を
「
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
並
び
に
第
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
、
「
第
十
九
条
」
を
「
第
十

九
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
、
同
条
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正

規
定
」
に
改
め
、
「
改
正
規
定
並
び
に
」
の
下
に
「
次
条
第
一
項
並
び
に
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
二
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
旧
法
」
に
、
「
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
新
法
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 



 

 
 

 

八 

 
 

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
次
項
及
び

第
三
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
後
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
次
項
及
び
附
則
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
と
み
な
す
。 

 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
検
討
） 

第
九
条 

政
府
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
に
起
因
す
る
影
響
が
危
機
的
な
水
準
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
気
候
変
動
に

関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
含
め
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
法
制
上
の
措
置
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
新
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
設
置
に
関
す
る
区
域
の
設
定
及
び
そ
の
効
果
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。



 
 

 

九 

 
 

 

本
修
正
の
結
果
必
要
と
す
る
経
費 

 

本
修
正
の
結
果
必
要
と
す
る
経
費
は
、
平
年
度
約
千
六
百
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 


